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造形活動における提供素材による幼児の関心の違いについて
─ 4歳児の構成遊びより─
石　井　　　健
Differences of Interest of Young Children by Providing Material in Arts Activities
— From Four-years Old Child's Play of Composition —
Ken ISHII
本研究は造形遊びにおいて、子どもの創作に対する関心の要点を、提供した素材ごとにその違いを考察し、
保育園や幼稚園での造形遊びのねらいと方法を検討することを目的としている。具体的には、筆者が造形講
師を勤める3箇所の保育園での造形活動の中から、4歳児の構成遊びを取り上げ、提供した素材ごとに創作に
対する関心事項をグループ分けし考察した。その結果、子どもの創作に対する関心は多岐に渡っており、必
ずしも作品を完成させることだけに重点を置いてはいないことが確認された。そのことから保育での造形活
動では、保育者の提案した製作物をそのまま作ることをねらいとしたり、上手に完成させることに重点を置
いたりするのではなく、子どもの創造性の豊さを信じて、自分なりの表現を発揮させるような活動が求めら
れることが認められた。
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Ⅰ　はじめに
保育園や幼稚園での造形活動のねらいとしては、
子ども（本研究では、子どもとは3〜5歳の幼児を指
す）が自分なりの表現を思い切り発揮できるように
なることや、その表現を保護者や保育者に認めても
らい自信を持てるようになること、綺麗な物や面白
いことを自分なりに楽しむ心を身につけることなど
が挙げられる。しかし、実際には保育雑誌に掲載さ
れている工作や保育者の作った手本を子どもがその
まま作るような活動が行われている。それには 2 つ
の理由がある。1 つは保育士や幼稚園教諭の養成機
関である大学、短期大学、専門学校、通信教育等の
造形に関する授業内容に決まりがなく、それぞれの
講師が自分の経験をもとに講義を行っており、保育
現場に就職する学生の造形に対する知識や体験がバ
ラバラであるということ。もう 1 つは現場での素材
の扱い方や提供の仕方は各先生の経験と勘に頼ると
ころが大きく、公には十分な研究がなされてこなかっ
たことが挙げられる。
保育士 57 名を対象にアンケート調査をしたとこ
ろ、「自分で担当した造形、製作の “きっかけ” とし
て経験のあるものに○をお付け下さい。（複数回答
可）」という質問の回答は、1位季節、2位園内行事、
3 位発達に絡めて、という結果になった（a）。発達に
絡めて、という回答は乳児の担任に多かったが、幼
児の活動では季節の壁面製作や運動会、発表会など
の行事画がメインに取り組まれていることが伺える。
「感じたことや考えたことを自分なりに表現すること
を通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性
を豊かにする」（1）ことは、幼稚園教育要領の表現の
項目に記載されている。子どもにのびのびと自分を
発揮させ、表現を豊かにさせるような環境を設定す
る為に、どのような活動がふさわしいのかというこ
とを、子ども達の創作から学び、分析し、考察する
ことは、このことからも意義のあることである。
本研究は、4 歳児の造形活動の中から構成遊びを
取り上げ、提供する素材による子どもの遊び方や関
心の違いを活動の様子や作品から考察し、保育者が
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ねらいを持って活動する際の素材選びの要点を考察
するとともに、子どもの豊かな幅のある表現を保証
する為の設定を検討するものである。
Ⅱ　研究対象と方法
Ⅱ. 1.  子どもの様子
千葉県内の保育園 2 園と、都内の保育園 1 園、計
3 園の 4 歳児クラスの幼児を対象とした。各園では
3 歳児クラスから月一回造形講師が活動に参加し、
幼児と保育者の指導に関わっている。4 歳の時点で
ハサミ、糊、ホチキスの扱いは習得している。保育
者と講師は「描き方」の指導ではなく、造形を遊び
の中で捉え、自分なりに生み出す力を育むように意
識して造形活動を設定している。
Ⅱ. 2.  構成遊びについて
本研究では、子どもが自分で選んだり加工したり
した素材を支持体（画用紙や色画用紙など描画や遊
びの土台になるもの）の上で、置く、並べる、繋げ
る、重ねる、囲う、などして、画面を構成的に遊ぶ
活動を構成遊びと呼ぶ。「構成する、組み合わせる活
動は、どこにどの形・色を置くのか、またそれはど
のように置くのかを探り、決めていくことと言えま
す 中略 紙を足したり、引いたりの模索がその子ど
もにとって、抜き差しならないやり取りが実はある
のです」（2）とある通り、構成遊びは、幼児が自分で
選び、決定する過程にこそ意味があり、一人ひとり
の創作への関心や遊び方が顕著に表現される活動で
ある。また自分で構成した形や選択した素材からイ
メージを繋げて、クレパスやペンや絵の具での描き
加える活動にも発展する。
Ⅱ. 3.  研究対象の活動
2011 年 4 月から 2013 年 11 月の造形活動内で関与
した４歳児の構成遊びは、提供素材別で10種類。そ
の種類は、①クラフト紙とアイスの棒を貼ってから
描く活動　②ビニールテープを貼って描く活動　③
ビニールテープと折り紙を貼って描く活動　④マス
キングテープを貼って描く活動　⑤マスキングテー
プとトレーシングペーパーを貼って描く活動　⑥色
画用紙を切って貼って描く活動　⑦画用紙を自分で
切って色画用紙の支持体に貼って描く活動　⑧あら
かじめランダムな形にカットされた白画用紙を貼っ
て描く活動　⑨ランダムにカットされた段ボールを
貼って描く活動　⑩画用紙にロープを貼り絵の具で
描く活動に分けられる。総作品数は 560 点である。
Ⅱ. 4.  研究方法
前述の対象となる活動を創作中の子どもの様子や
表現された作品から、遊び方の関心別に 5 グループ
に分類した。分類の内容は以下のとおりである。
A：素材を扱うこと自体に関心のあるグループ。
B：画面を色や形の興味で構成するグループ。
C：素材の色や形からイメージを読み取り創作の
きっかけにするグループ。
D：はじめに描きたいイメージがありそれに合わ
せて素材を選び構成するグループ。
E：素材はほとんど使わずに描きたいお絵描きが
創作のメインになるグループ。
具体的には、Aは素材自体の魅力に興味を示し、
大量に貼るとか使うといった様子が見られたグルー
プ。画面に具体的な意味付けのある形は見られない。
視覚的に描くというよりは、感覚的に遊ぶといった
意味合いが強い。Bは手に入れた素材の色や形に触
発されて画面に構成していくグループ。１つ置いて
は次にどこに置くか考えたり、画面のバランスを大
切にしたりする様子が見られる。Cは偶然手に入れ
た素材の色や形からイメージを読み取り創作に活か
すグループ。例、四角い段ボール片から電車のイメー
ジを読み取り新幹線の絵にしようと決定する。切り
取った形が偶然リボンの形だったため女の子の絵に
しようと決定する等。BとCは両方とも偶然手に入
れた（自分で加工した）素材をきっかけに創作を展
開して行くが、Bのグループは具体的な意味付けを
しないのに対し、Cのグループは具体的な意味のあ
るイメージを創作のきっかけにしている点に違いが
みられる。Dは始めから子ども自身に描きたいテー
マがあり、それを具現化する為に素材を選択し創作
するグループ。例、お家の絵が描きたくて三角と四
角の素材を探し選ぶ等。Eは始めから描きたい物が
決定している点ではDと同類だが、こちらのグルー
プの方がより拘りが強く、素材の見立てよりも自身
の描画でなくては納得がいかないというグループ。
主にお絵描きがメインで素材への関心が一番薄い。
― 69 ―
以下では、①〜⑩の活動を順に、A〜Eの子ども
の関心別に、取り組まれた作品数とその活動内での
割合を表し、結果を考察する。
Ⅲ　内容と結果
①　クラフト紙とアイスの棒を貼って描く
素材： 色画用紙（四つ切り）、クラフト紙（八つ切り
1/4）、アイスの棒、クレパス、絵の具、ハサ
ミ、ボンド
内容： クラフト紙とアイスの棒を色画用紙にボンドで
貼る。その後でクレパスと絵の具で描き足す。
作品例:
 
結果：作品数 30 点
A. 15（50%）　B. 2（7%）　C. 6（20%）
D.  6（20%）　E. 1（3%）
アイスの棒の、物としての魅力が子どもの使いた
いという欲求をかき立て、半分の子どもが素材自体
の楽しさに興味を持って創作に取り組んでいる。重
ねて積むように貼る、並べて遊ぶ、などの姿がみら
れる。アイスの棒の直線的な要素が飛行機やロケッ
トなどの機械的な発想につながる様子がみられる。
色画用紙の黒色からイメージを広げる姿も見られる。
素材自体の色が黄土色の一系統であるため、色や形
の遊びに発展する様子はあまりみられない。描画道
具は思いをより具現化する為に使用される。
②　ビニールテープを貼って描く
素材： 画用紙（四つ切り）、ビニールテープ（7 色）　　
クレパス（水性マーカーも可）、ハサミ
内容： ビニールテープをトレイに用意し、4〜5人ず
つのグループに分かれて使う。好きな色のビ
ニールテープをハサミでカットし画用紙に貼
る。色を交換しながら画面を構成する。途中
から描画道具の使用を許可する。
作品例：
結果：作品数 50 点
A. 24（48%）　B. 5（10%）　C. 13（26%） 
D.   7（14%）　E. 1（2%）
カラフルな素材としての魅力が創作のきっかけに
なり、素材自体を遊ぶ様子が多数みられる。長くし
たり、短く切ったり、カーブさせたりと、自分の意
志で動かしやすい素材でもある。わざと伸ばして紙
の裏まで使ったり、丸めて貼ったりと、その子なり
のアイディアも遊びとして取り入れている。ビニー
ルテープは形より線としての要素が強いため、テー
プを形の塊として遊ぶ様子は少ない。テープで線を
繋げ、描画道具のように絵にする様子がみられる。
貼る遊びをした後にクレパスを使うか水性マーカー
を使うかは各自に選択させたが、ビニールテープと
の色の相性と、より細かく描写できる水性マーカー
の特徴から、後者を選ぶ子どもが多数をしめる。ま
たビニールテープの直線的な特徴から、家や電車を
発想する姿もみられる。
③　ビニールテープと折り紙を貼って描く
素材： 画用紙（四つ切りを正方形にしたもの）、ビ
ニールテープ（7 色）、折り紙、タックシー
ル、クレパス（水性マーカーも可）、ハサミ
内容： ②の内容に折り紙とタックシールを足した。
折り紙もビニールテープで貼る。折り紙は1/4
サイズにカットしておき、使いやすくする。
折り紙はハサミで加工したり、折って使用し
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たりする。ビニールテープと折り紙とタック
シールは同時に提供する。この活動も、ある
程度素材で画面を構成した後で描画道具の使
用を許可する。
作品例：
結果：作品数 57 点
A. 10（17%） B. 14（25%）　C. 18（32%）
D. 13（23%） E. 2（3%）
ビニールテープに折り紙とタックシールが足され
たことにより、線、面、点の要素で構成できるよう
になる。カラフルな素材の魅力に惹かれ、色を並べ
る、重ねる、合わせるなど色と形を意識した構成遊
びが増える。折り紙は子ども達にとって普段の保育
生活の中でなじみの深い素材なので、絵画的な構成
素材として以外にも、折って作ったものを貼る、丸
める、ちぎるといった折り紙ならではでの遊び方も
創作の過程に取り入れている。正方形の支持体は普
段の画用紙の縦横比に比べて子どもが視界に収めや
すく、コントロールしやすいので、画面のバランス
を取るように構成している様子も多くみられる。
④　マスキングテープを貼って描く
素材： 色画用紙（四つ切り）、マスキングテープ、ク
レパス、絵の具、ハサミ
内容： マスキングテープは色が淡いので白い画用紙
では目立たないため色画用紙を使用する。マ
スキングテープをトレイに用意し4〜5人ずつ
のグループに分かれて使用する。好きな色の
マスキングテープをハサミでカットし色画用
紙に貼る。色を交換しながら画面を構成する。
途中から描画道具の使用を許可する。
作品例：
結果：作品数 68 点
A. 21（31%）  B. 9（13%）　C. 17（25%） 
D. 16（24%）  E. 5（7%）
子ども達はマスキングテープが新鮮な素材である
ため、その使用目的を決定する以前に、使用するこ
と自体を目的として創作を始める。画面に表された
形からイメージを読み取り、次の付け方を考えたり
具体的な意味付けをしたりするという遊び方が多数
みられる。マスキングテープの透けるという特徴か
ら重ねることに興味を示す様子がみられる。薄く扱
いやすい素材自体の楽しさから、大量に貼付けるな
ど、視覚的な興味よりも感覚的な興味が創作意欲に
つながっている。色画用紙に緩く溶いた絵の具を付
けるという新鮮さや美しさに興味を示し、絵の具も
構成素材として慎重に扱う。②の活動と遊び方は同
類だが、マスキングテープの可塑性から、自分の思
いに素材を合わせる遊び方が増加している。
⑤ 　マスキングテープとトレーシングペーパーを貼っ
てから描く
素材： 色画用紙（四つ切り）、マスキングテープ、ト
レーシングペーパ （ー八つ切り 1/4）、クレパ
ス、絵の具、ハサミ、糊
内容： ④の活動にトレーシングペーパーを足す。ト
レーシングペーパーはテープか糊で貼る。あ
る程度素材での構成の後、描画道具の使用を
許可する。
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作品例：
結果：作品数 24 点
A. 9（38%）  B. 3（13%）　C. 8（33%） 
D. 2（8%）  E. 2（8%）
ほぼAグループとCグループに分かれる。素材と
して新鮮なマスキングテープとトレーシングペーパー
を感覚的に遊ぶ様子が多い。③の活動に似ているが、
色を扱う楽しみが無いのと、トレーシングペーパー
の透ける特徴が面としての機能を弱め、形を工夫す
る遊びが少ない。しかし重ねることで色の濃さが変
化する半透明の特徴は幼児の創作意欲を刺激し、積
極的に作品に取り入れられている。絵の具との相性
が美しく、繊細な画面を意識的に操る様子も多くみ
られる。
⑥　色画用紙を切って貼って描く
素材： 画用紙（四つ切り）、色画用紙（八つ切り1/4
を七色）、クレパス、絵の具、ハサミ、糊
内容： 色画用紙の中から好きな色を選ぶ。ハサミで
好きな形に切り、画用紙に構成する。色画用
紙は何枚選んでも構わない。構成後に描画道
具の使用を許可する。
作品例：
結果：作品数 40 点
A.10（25%）  B. 7（17%）　C. 14（35%） 
D. 5（13%）  E. 4（10%）
①〜⑩の活動中一番遊び方に多様性がある。四角
い色画用紙にハサミを入れ、形を変化させること自
体に興味がある。偶然手に入れた形からイメージを
取り出し創作する。イメージに繋げずに形そのもの
に関心を示し、色と形で構成する姿もある。
始めから造りたいイメージがあり、具現化する為
に色画用紙から形を切り抜いて使う様子もみられる。
作り出した形は１つひとつそれぞれを見立てて構成
する場合と、形を組み合わせて、より具体的な形と
して完成させて貼る場合とがある。クレパスと絵の
具は動物の目や、電車のタイヤ、細い線など、切っ
て造るのには困難な形を表すのに使用している。
⑦ 　画用紙を自分で切って色画用紙の支持体に貼っ
て描く
素材： 色画用紙（四つ切り）、画用紙（八つ切り1/4）、
クレパス、絵の具、ハサミ、糊
内容： 支持体の色画用紙は好みのものを選択する。
画用紙を好きな形に切って、色画用紙の上に
構成し貼る。貼り終わった後で描画道具を許
可する。
作品例：
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結果：作品数 93 点
A. 48（52%）  B. 0（0%）　C. 21（22%） 
D. 10（11%）  E. 14（15%）
⑥の色画用紙の活動に比べると始めに選択する楽
しみが無いため、素材の画用紙を切って新しい形を
作り出すことに興味が集中する。そのためAの素材
としての遊びが多くなる。貼る行為に至る前に、画
用紙を切り刻む様子や切った形を貼らずにパズルの
様に組み合わせて遊ぶ様子もみられる。支持体の色
を選択してからその色によって何を描くかのイメー
ジを広げる様子もある、例、黒を選んで宇宙にする、
青を選んで海にする等。画用紙を切り出して造った
形は、単品で見立てをイメージする場合もあれば、
組み合わせて、より高度な具体物を形成しようとす
る場合もある。クレパス、絵の具は形の補完や、切
る行為では造りにくい細かい表現の為に使われてい
る。貼って描くことよりも切り刻む方に関心を寄せ、
貼らずに好きな絵を描く様子がみられる、その結果、
他の活動に比べてＥグループが多くなる。
⑧ 　あらかじめランダムな形にカットされた白画用
紙を貼って描く
素材： 色画用紙（四つ切り）、画用紙（あらかじめ担
任によってランダムにカットされたもの）、ク
レパス、絵の具、糊
内容： 支持体になる色画用紙の色を選択する。ラン
ダムにカットされた画用紙の中から使いたい
と思う形を 3 枚選択する（足りない場合は後
から選び増やすことができる）。選んだ形を使
用して画面を構成する。素材が貼り終わった
時点で描画道具の使用を許可する。
作品例：
結果：作品数 90 点
A. 31（35%） B. 4（4%）　C. 43（48%） 
D. 8（9%） E. 4（4%）
素材自体に色が無いのでBのような色遊びにはな
りにくい。ハサミを使用する工程がないので、形を
視覚的に扱う遊びが一番の関心事項となる。選択す
る時点で見立てをするため、そこからイメージを読
み取り創作に活かす姿が最もみられる。選択前に創
作のイメージがある子どもは自分の求める形を慎重
に探す。クレパスと絵の具はイメージの補完と絵画
としての飾り付けに使用される。クレパスや絵の具
を色画用紙に付けるという新鮮な感覚に関心を寄せ、
貼った形とは関係を持たせずに感覚的に色塗りを遊
び込む姿もみられる。
⑨　ランダムにカットされた段ボールを貼って描く
素材： 画用紙（四つ切り）、段ボール片（あらかじめ
担任がランダムにカットしたもの）、クレパ
ス、絵の具、ボンド
内容： ランダムにカットされた段ボール片の中から
使いたい形を探し、選択する（始めは 3 つ、
足りなければ追加は自由）。画面上で構成し貼
る。貼り終わった時点で描画道具の使用を許
可する。
作品例：
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結果：作品数 88 点
A. 35（40%） B. 14（16%）　C. 30（34%） 
D. 2（2%） E. 7（8%）
①のアイスの棒の活動と同様、大量に並べる、画
面に敷き詰めるなど、素材自体の遊びが一番の創作
に向けての関心事項になる。次に、素材の形からイ
メージを読み取り、その形を活かし、画面を絵画と
して構成する遊び方が多くみられる。一方で主体的
に加工のできない素材なので、始めから描きたいイ
メージが固まっている場合はそれを具体化するのが
難しく、素材をあまり使わないで自分の描きたいも
のを描くという姿もみられる。段ボールは厚みのあ
る素材なので、立てて立体的に使用する遊びも見ら
れる。段ボールとクレパスと絵の具は相性が美しく
色を工夫する意欲がみられる。
⑩　画用紙にロープを貼り絵の具をつける
素材： 画用紙（四つ切り）、ロープ（50cm）、絵の
具、ボンド
内容： 画用紙の好きな位置にボンドでロープを貼付
ける。乾燥後、絵の具を付ける。筆は太筆を
各色用意する。活動後半から細筆を追加する。
作品例：
結果：作品数 20 点
A. 5（25%） B. 12（60%）　C. 3（15%） 
D. 0（0%） E. 0（0%）
ロープがきっかけとなり、絵の具を構成的に画面
に付けていく遊びが、塗りまぜ遊びよりも多くなる。
濃く溶いた絵の具を、重ねて描いたり、塗ったもの
を引っ掻いて削ったりと長時間遊び込む様子がみら
れる。ロープの抽象的な形態や絵の具の発色の美し
さでDやEなどの自分の普段どおりの遊びよりも、
A、B、Cの素材に心を添わせる遊びが関心を集める。
Ⅳ　考察
以上のことから、子どもの創作時における関心の
多様さと、そのことを踏まえて、造形活動において
どのようなねらいを持ち、活動を設定すべきかを考
察する。
Ⅳ. 1.  創作における子どもの関心について
実際の制作の様子や作品から、子どもの創作への
関心は 5 種類のグループに分けられた。
A：素材を扱うこと自体に関心のあるグループ。
B：画面を色や形の興味で構成するグループ。
C：素材の色や形からイメージを読み取り創作の
きっかけにするグループ。
D：はじめに描きたいイメージがありそれに合わ
せて素材を選び構成するグループ。
E：素材はほとんど使わずに描きたいお絵描きが
創作のメインになるグループ。
さらに細かく個人の遊び方に注目すると、Bグルー
プの遊び方で始めるが、途中でDグループのように
具体的なイメージを表現する場合もあるし、またそ
の反対に、きっかけからイメージを読み取ることか
ら始まり、最終的には絵の具遊びで、前半構成した
素材を全部隠してしまうような場合もある。
このことからも、子どもは創作の開始から終了ま
での経過の中で、様々な発見、困難、決断、思いつ
きなどに出会い、素材や画面と自分との間で思いを
やり取りしながら、何らかの形を具現化するその過
程自体を楽しんでいることが分かる。その過程で起
こる興味の拠り所は十人十色であり、創作の目標が
作品の完成ではないことが認められる。
Ⅳ. 2.  造形活動のねらいと設定
季節の壁面製作や保育雑誌をそのまま見本にした
ような活動は、幼児に一律な作品作りの機会しか与
えず、価値基準も先生の言う通りに上手にできたか
そうでないか、ということになってしまう。前述の
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とおり造形表現のねらいとすべきことは「感じたこ
とや考えたことを自分なりに表現することを通して、
豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにす
る」（1）ことである。そのような機会を保証する為に
は、完成図の決まった製作ではなく、素材をきっか
けとした、幼児の興味で創作ができる造形活動の設
定を考える必要がある。
本研究の様々な素材をきっかけとした構成遊びは
a.素材自体を遊ぶ活動 と b.イメージの操作を遊ぶ活
動との 2 つに分けることができる。a.は活動①②④
⑦⑨⑩でb.は活動③⑤⑥⑧である。a.の素材の特徴
は素材自体が興味の対象になること、素材自体を自
分の思う形に完全には変形できないことなどが挙げ
られる。それ故にそのものの形を活かしながら、素
材に心を添わせるような関係性の中で創作が進んで
いく。b.の素材の特徴は創作者が主体的に形を操れ
るところにある。それは素材から読み取ったイメー
ジを具現化するために必要な特徴で、素材と主体的
に関わることで自分の思いが実現する体験をもたら
してくれるものである。
このことを踏まえ、発達段階を見極め、提供素材
を選択することによって、保育者のねらいがより実
現できるといえる。
以上のことから、保育者は常に幼児の遊びや描画
の中から、その育ちや興味を読み取り、発達段階に
合わせた制作へのきっかけを設定すべきであり、そ
のきっかけは幼児が主体的にそれぞれの興味で関わ
り、その創作の過程に遊びとして関われるものでな
くてはならないと認められる。
Ⅴ　まとめ
本研究では、子どもの造形活動の中から 4 歳児の
構成遊びを抽出し分析することにより、創作活動の
過程における幼児の興味を明らかにし、そのことを
踏まえ、保育園、幼稚園での造形活動に必要なきっ
かけの考え方を示した。今後の課題は、更なるサン
プルの収集によるデータの精密化と、今回は言及す
ることのできなかった、制作時の細かい環境のケー
スを含めた分析である。実際の創作には様々な要因
が関わっている。友だち同士の関係性、保育室の面
積における幼児の人数、普段の保育での価値観、導
入の様子、活動時期など、一方向からでは捉えきれ
ない様々な環境も創作やその結果できる作品に影響
するものである。更なる環境を踏まえた考察を展開
することによって、保育園、幼稚園などの実際の現
場での造形活動に活かせる提案をするのが、これか
らの研究課題である。
【資料】
（a） 造形についてのアンケート　2013 年 12 月
質問： 自分で担当した造形、製作の “きっかけ” 
として経験のあるものに○をお付け下さ
い。（複数回答可）
アンケート対象：保育士
回答数：57 名
選択肢と回答
季節 46 名、園行事 45 名、生活行事 21 名、こ
ども発案23名、クラスで起きたこと9名、発
達に絡めて 39 名、素材、道具 39 名、その他
（技法、染め物など）4 名
【引用文献】
（1） 文部科学省 2008 『幼稚園教育要領』p8
（2） 加藤裕之、鮫島良一、菅原順一／共著 2003 
『造形と子ども 子どもの造形表現ドキュメント』
すずき出版　p101
